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	応用
	抗原情報
	背景
	ADP-リボシル化因子1（ARF1）は、ヒトARF遺伝子ファミリーのメンバーです。このファミリーのメンバーは、コレラ毒素のADP-リボシルトランスフェラーゼ活性を刺激し、ホスホリパーゼDの活性化因子として小胞輸送において役割を果たす、小さなグアニンヌクレオチド結合タンパク質をコードしています。6種類のARFタンパク質と11種類のARF様タンパク質を含む遺伝子産物は、RASスーパーファミリーを構成しています。ARFタンパク質は、クラスI（ARF1、ARF2、ARF3）、クラスII（ARF4、ARF5）、クラスIII（ARF6）に分類され、各クラスのメンバーは共通の遺伝子構成を共有しています。ARF1タンパク質はゴルジ体に局在し、ゴルジ体内輸送において中心的な役割を果たしています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ARF1マウスmAb（緑）を用いたHL-7702細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ARF1マウスmAb（緑）を用いたSK-OV-3細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ARF1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	ARF1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。
	

	ARF1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。

